
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●「杉小はっＰフェスティバル」が開催された。地域・保護者・学校 

が一体となり、地元大学や地域企業の協賛を得ての実施により、 

児童が様々な体験活動を行うことができた。 

●ステージにて児童や教職員の創意工夫を凝らした演技や歌唱の発 

表に加え、今年は地元の杉戸高校空手道部のパフォーマンスなど、 

エンターテインメント性の高い取組が実施された。 

●「児童を笑顔にする」ために、保護者が中心となって地域を巻き込 

み、計画・協働することを通して、地域のつながりや協力の輪が生 

まれ、主体的・自治的な取組となった。 

●児童は様々な体験活動を通して、手作りの良さや工夫することの 

楽しみ、みんなが一体になる喜びを感じることができた。さらに 

地元の関係機関との関わりから、地域の良さを再発見できた。 

●普段はできないことを体験することができて、とても良かった。特 

に、先生や地域の人とふれあうことができて楽しかった。 

●ステージのパフォーマンスでみんなが盛り上がってくれて良かっ 

た。会場が一体になって、とても楽しかった。 
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地域発見！協働体験 

児童のステージ発表 

教員も参加 

地元大学による 
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